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論文要旨























組み (Pustejovsky 1995,影山 2005, Hidaka 2012)に従った理論的分析と変異理論 (Weinreich, Labov, & Herzog 1968,





















264 Truth-conditional Section (TS)FORMAL: 語の時間的特性,距離関数 (DIS),視点関数 (POV)
CONST: 語彙概念構造 (LCS)
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ら Vテユクへの革新は，これら新旧 2つの語形—歴史的には Vユクがより古いとみられる—が意味・統語の両レ
ベルで構造的一致を見たことにより引き起こされたものである．意味・統語レベルでの構造的一致は，Vテユク
がアスペクト用法において再分析 (reanalysis) ([V-te]-yuk > V-[te-yuk])されたことに因る．再分析の結果，統語的
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